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るいは，シェリングが，フィヒテの Ich bin Ich を Ich ist Ich に変更していることの意味づけ，更には，
フィヒテの同一律を無区別な抽象的同一性だとするへーゲ、ルに対し，フィヒテが考えているのは区別を
内含した同一性だから，この批判は当たらないという解釈等，興味ある指摘は枚挙に暇がない。
しかしながら，敢えて望萄の感を述べるならば，次のような点が指摘され得ょう。著者はへーゲノレの
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範鴎論を評価していないのであるが， しかし近代哲学史上この問題に関する最大の論者はへーゲルなの
であり，彼と対決しない限り，範曙論，特に弁証法的範時論への道程は完成しないであろう。その意味
で少しでもへーゲ、ルの範鴎論に触れて欲しかったところである。また，範時論にはアリストテレス以来
の歴史があるのだが，著者が「我が範時論の試み」を行う限り，カントに先立つこうした伝統も参照さ
れるべきであっただろう。更に，著者は実在論的立場をとるのだが，その場合それがどのような実在論
であるのかを示しておくべきであっただろう。観念論に対抗するためには単なる素朴実在論では済まさ
れないからであるO
こうした問題が残るにしても，これらの点は本書の優れた内容を損なうものではなし、。以上により，
本審査委員会は，本書が文学博士の学位請求論文として十分に価値のあることを認定する。
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